
内子町に
うちこちょう

おける UPZ内から避難経由所までの主な経路 

 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、あらかじめ複数の避難の経路を設定。
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【凡例】

：避難退域時検査場所（候補地）

内子 PA 

UPZ

内子町内への避難経路
国道 56号→国道 379号

砥部町への避難経路
国道 56号→国道 379号 →
国道 33号 久万高原町への避難経路

国道 56号→国道 379号 →国道 380号→
国道 33号

東温市への避難経路
国道 56号→高速道路 →国道 11号

広域避難所： 17箇所

（砥部町）

広域避難所： 27箇所

（久万高原町）

町内避難所： 25箇所

（内子町小田地区他）

避難経由所

（久万高原ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）

避難経由所

（砥部町陶街道ゆとり公園）

広域避難所： 21箇所

（東温市）

避難経由所

（東温市総合公園）

避難元

内子町役場内子分庁舎

とう おん しとう おん し

とう おん し

と べ ちょうと べ ちょう

と べ ちょう

く ま こう げん ちょう

く ま こう げん ちょう

うち こ ちょう

うち こ ちょう

うち こ ちょう うち こ

うち こ

お だ

く ま こう げん

伊予灘 SA
い よ なだ



やわたはま し おおしま

UPZ内における離島（愛媛県八幡浜市大島）の防護措置

八幡浜港

大島港

八幡浜市災害対策本部

大島港

大島地区

人口： 213人 

PAZ

大島

地大島 
※地大島は居住者なし

大島産業振興ｾﾝﾀｰ
（放射線防護対策施設）

収容可能者数： 202人

市民ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ
（一時集結所）

避難経路：

大島港 →［船舶移動（定期船・自家用船舶等）］ →八幡浜港 →市民ｽﾎﾟｰﾂ

ｾﾝﾀｰ（一時集結所） →愛媛県総合運動公園（避難経由所（松山市）） 

 八幡浜市は、一時移転等の指示が出た場合は大島の自主防災組織等に対して大島産業振興ｾﾝﾀｰ（放射線防護対策施
設）へ要員の配置を依頼。 

 住民に対しては、防災行政無線（同報系）、広報車、拡声器、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等を活用して情報を伝達。 
 住民は、大島港まで徒歩等で移動した後、大島港から定期船、自家用船舶等により八幡浜港へ移動。 
 八幡浜港から市民ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ（一時集結所）へ徒歩、市公用車等で移動後、市・県が手配するﾊﾞｽ等により松山市の愛媛

県総合運動公園（避難経由所）に移動。その後、松山市の指示する広域避難所に避難。 
 ﾋﾟｽﾄﾝ輸送による船舶避難時において一度に乗り切れなかった人や、悪天候等で船舶による避難が困難な場合は、船舶避

難ができるようになるまで大島産業振興ｾﾝﾀｰ（放射線防護対策施設）において屋内退避を実施。

や わた はま し おお しま おお しま

おお しま おお しま や わた はま

や わた はま まつ やま し

まつ やま し

おお しま

おお しま

おお しま

おお しま

おお しま

おお しま

おお しま

や わた はま し

じ おお しま

じ おお しま

や わた はま

まつ やま し

や わた はま

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じて支援を実施 
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じま し

UPZ内における離島（愛媛県宇
う

和島市嘉島
かしま

）の防護措置
わ

 宇和島市は、一時移転等の指示が出た場合は嘉島
か しま

港（一時集結所）に市職員2人を配置。
う わ じま し

 住民に対しては、防災ﾗｼﾞｵ、屋外放送設備、拡声器、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等を活用して情報を伝達。 
 住民は、嘉島

か しま

港まで徒歩で移動した後、船舶により避難。 
 嘉島

か しま

港から宇和島港までは、定期船、自家用船舶、宇和島
う わ じま し

市公用船等で移動し、宇和島
う わ じま

港から避難先施設となる市内の
う わ じま

三
み

間
ま

町
ちょう

公共施設に市・県が手配するﾊﾞｽ等により避難を実施。 
 ﾋﾟｽﾄﾝ輸送による船舶避難時において一度に乗り切れなかった人や、悪天候等で船舶による避難が困難な場合は、船舶避

難ができるようになるまで嘉島
か しま

小学校（放射線防護対策施設）において屋内退避を実施。

嘉島地区

人口： 71人 

UPZ嘉島港
（一時集結所） 

UPZ 

PAZ 

宇和島市災害対策本部 

宇和島港

か しま

か しま

嘉島小学校
（放射線防護対策施設）

収容可能者数： 110人

か しま

三間町公共施設
（避難先施設）へ避難

み ま ちょう

う わ じま

う わ じま し

避難経路：

嘉島
か しま

港（一時集結所）→［船舶移動（定期船・自家用船舶、宇和島市
う わ じま し

公用船等）］→宇和島
う わ じま

港 →三間町
み ま ちょう

公共施設（避難先施設）

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じて支援を実施
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UPZ内における離島（山口県上関町八島）
かみのせきちょうやしま

の防護措置

かみのせきちょう かみのせきちょう

 上関町は、一時移転等の指示が出た場合は八島ふれあいｾﾝﾀｰ（島内集合場所）及び上関町総合文化ｾﾝﾀｰ（島
外避難所）に町職員 2人 1組を配置。 

 住民に対しては、防災行政無線（同報系）、広報車、拡声器、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等を活用して情報を伝達。 
 住民は、八島

や しま

ふれあいｾﾝﾀｰに徒歩、町公用車で移動した後、八島
や しま

港から船舶により避難。 
かみのせきちょう

 八島
や しま

港から室津
むろ つ

港までは、かみのせき丸（町定期船）、漁船で移動し、室津
むろ つ

港から島外避難所となる上関町総合文
化ｾﾝﾀｰへ徒歩、町公用車で移動。 

 船舶による避難が困難な場合は、船舶避難ができるようになるまで八島
や しま

ふれあいｾﾝﾀｰにおいて屋内退避を実施。 

上関町総合文化ｾﾝﾀｰ
（島外避難所）

八島地区
人口： 21人

避難経路：

室津港上関町災害対策本部
かみのせきちょう 

UPZ

八島港

UPZ 
PAZ や しま

むろ つ

かみのせきちょう

や しま

や しま

八島ふれあいｾﾝﾀｰ
八島

や しま

ふれあいｾﾝﾀｰ（島内集合場所） →八島
や しま

港 →
（島内集合場所） 

［船舶移動（かみのせき丸）］→室津
むろ つ

港 →上関町総
かみのせきちょう

合文化ｾﾝﾀｰ（島外避難所）

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じて支援を実施 
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台風時などにおける UPZ内の防護措置 

 OIL基準の超過により一時移転等が必要な場合であっても、台風等により気象庁から暴風警報が発

表される等、外出をすることで命に危険が及ぶような場合には、無理に避難せずに、安全が確保さ

れるまでは、屋内退避を優先。 

 その後、例えば天候が回復するなど、安全が確保できた場合には、一時移転等を実施。

＜全面緊急事態で天候が回復した場合の対応の例＞ （外出をすることで命に危険が及ぶような場合） 

住民等

施設敷地
緊急事態

警戒
事態

全面緊急事態

天候回復

徒歩等 ﾊﾞｽによる避難

屋内退避
の準備

一時集結所

自家用車等による避難

自宅等にて屋内退避 

OIL基準の超過

台風時など（気象庁における暴風警報の発表等） ※

避難先

ＵＰＺ外 

※ 台風等に伴う大雨により、市町から土砂災害や洪水等に係る避
難勧告等が発令された場合等には、該当地域の住民は、指定緊
急避難場所等の安全が確保できる場所で屋内退避を実施。

140 



自然災害等（地震等 ）により屋内退避が困難となる場合の UPZ内の防護措置 ※1

 地震による家屋の倒壊等により、家屋における滞在が困難な場合には、安全確保のため市町にて開設する近隣の指定避難所等への

避難を実施。 
 その後、全面緊急事態となり、屋内退避指示がでている中で余震が発生し、家屋や既に避難している近隣の指定避難所等への被害

が更に激しくなる等、屋内退避の継続が困難な場合には、人命の安全確保の観点から地震に対する避難行動を最優先し、市町が開

設する近隣の別の指定避難所等や、あらかじめ定められている UPZ外の避難先へ速やかに避難を実施。 
 なお、屋内退避指示中に避難を実施する際には、国及び愛媛県等は、住民等の避難を安全かつ円滑に実施するため、避難経路や避

難手段、国が提供する原子力発電所の状況や緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果、気象情報等について、確認・調整等を実施。

＜屋内退避中に余震等が発生し被害が激しくなった場合＞

施設敷地緊急事態
（屋内退避準備要請）

警戒
事態 全面緊急事態（屋内退避指示）

余
震
等
発
生

地
震
発
生

家屋が倒壊等した場合には、近隣の
指定避難所等にて屋内退避

自家用車・ﾊﾞｽによる避難（ ※ 2）

屋内退避準備
ケ
ー
ス
１

ケ
ー
ス
２

既に避難している近隣の
指定避難所等にて屋内退避

自宅にて屋内退避

家屋が倒壊等した場合には、市町にて
開設する近隣の指定避難所等へ避難

余震発生に伴い、屋内退避の
継続が困難な状況が発生

自家用車・ﾊﾞｽによる避難（ ※ 2）

ＵＰＺ外 

避難先

※１ 津波災害時や土砂災害時においても基本的には同様のﾌﾛｰとなる。 
※２ 市町にて開設する近隣の別の指定避難所等で受入可能な場合には、当該避難所等に移動し、そこで屋内退避を行う。
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